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ファミリーホーム みんなの広場
                          （年４回／６月、９月、12月、３月発行）
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ＦＨ損害賠償責任保険

と会費について

卜蔵
ぼ く ら

康
やす

行
ゆき

（会長）

●損害賠償責任保険について
5 月 9 日に開催した今年度の通常総会において、

事業者会員の会費を保険料（13,000 円）を含めた

40,000 円とすることをあらためてご承認いただ

きましたが、保険の経緯について、ここで再度ご説

明させていただきます。

これまで多くの方は、全国里親会（全里）の「フ

ァミリーホーム損害賠償責任保険」に加入されてい

たことと思います。保険料は養育者の数や 12 歳以

上の児童数などにより異なりますが、概ね年間

20,000 円前後だったと思われます。これ以外に、

自治体単位で個別の保険に加入されていた地区もあ

ります（たとえば、北海道など）。

ファミリーホーム（ＦＨ）は、３人以上の大人が

養育に関わり、委託される児童もさまざまな課題を

持っているため、一般の里親家庭よりもリスクが高

いと言えます。（保険会社の説明では、里親ではあり

ませんが、食物アレルギーで寝たきりになり、終身

の介護費用で 2 億円の賠償が出た例があるそうで

す）。

そこで、役員会やブロック代表者会では「ＦＨの

安心な運営のために、もっと大きな保障の保険が必

要ではないか」と話し合ってきました。保険会社と

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

協議したところ、そのためには全里の保険とは切り

離し、別途、ＦＨ協議会の団体保険とする必要があ

るということになりました。その結果、従来の保険

と比して、①手続きが簡単 ②大きな保障 ③割安

で一律な保険料の、新しい「ファミリーホーム損害

賠償責任保険」ができ上がったわけです。団体保険

ですから、ＦＨ協議会への加入が条件となります。

●会費の使いみち
会費については、保険料を差し引いた 27,000 円

が会の運営に充てられます。

そのうちの 10,000 円は各ブロックの「研修活動

費」として会員数分の金額が振り分けられます（ブ

ロックの会員数が 20 名であれば、20 万円になり

ます）。研修活動費の使途は、研修会、交流会など

各ブロックに任されています。

また、協議会の事務局を委託している全国里親会

事務局には、事務所費と人件費として 1 ホーム当た

り 4,000 円を支払います。事務局機能のほとんど

を事務局長個人がになうのは、大きな負担でしたか

ら、事務を委託できるようになり、負担はかなり軽

減されています。残りの 13,000 円は、ブロック代

表者会の交通費補助、遠隔地役員の交通費補助、Ｆ

Ｈ全国研究大会の運営補助、会報の発行など、会の

事業や運営全般に使われることになります。

●臨時総会の開催
なお、8 月末の愛知大会では、臨時総会を開くこ

とが 5 月の総会で決まっています。規約の改正を行

いますが、多くの方が集まる機会ですので、会員の

皆さまから、さまざまなご意見やお考えをお聞きす

る場にしたいと思っています。
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役員と会の運営に携わる人を紹介します
５月９日にあった通常総会で、今年度の役員が決まりました。任期は２年で平成 26年度末まで。つまり、

平成 27年３月末までです。今号では、新しい役員と会の運営に携わる皆さんに自己紹介をしていただきます。

ただし、会計と事務局員が役員に入るかどうかは、８月末の臨時総会（全国研究大会の初日、８月 24日 16:45

～17:45 に開かれる予定）において、改めて決めることになっています。

なお、児童精神科医の上鹿渡（かみかど）和宏さんと弁護士の吉田雄大さんが新しく顧問になられました。

５人の顧問の先生方には、次号で自己紹介をしていただく予定です。（編集担当・村田和木）

●2013（平成 25）年度の役員及び担当者一覧●
役 員 名前（敬称略） 役 員 名前（敬称略）

会 長 卜蔵康行（宮城県） 顧 問 田嶌誠一（九州大学大学院教授）

川名はつ子（早稲田大学准教授）

横堀昌子

（青山学院女子短期大学教授）

上鹿渡和宏（児童精神科医）

吉田雄大（弁護士）

副会長 元藤大士（滋賀県）

徳田絵美（愛知県）

長谷川寛治（北海道）

監 事 宇佐神 望（東京都）

村田和木（東京都）

担 当 名前（敬称略）

事務局長 宮本 昇（群馬県） ホームページ管理 稲垣りつ子（広島県）

事務局員 前川知洋（群馬県） メーリングリスト管理 赤塚睦子（神奈川県横浜市）

会 計 吉田健児（福岡県） 事務局員（全国里親会） 白岩麻理子（東京都）

卜蔵
ぼ く ら

康
やす

行
ゆき

（会長／宮城県 ざおうホーム）
1986（昭和６１）年１月、宮城県で里親登録をしました。全国里親会が

発行していた里親読本で、群馬県の「横堀ホーム」を知り、将来のファミリ

ーグループホームを目指すようになりました。

2005（平成 17）年に宮城県ファミリーグループホームの指定を受け、

里親ファミリーホームを始め、平成２１年から国の制度となったファミリー

ホームへと移行しました。現在は、高校生 3 人、中学生 1 人、小学生 2 人

と私たち夫婦の 8 人で、自然豊かな宮城蔵王で生活しています。

会の活動には、里親ファミリーホーム全国連絡会ができた翌年の 2006

（平成１８）年から加わり、全国各地の方々と知り合い、多くの刺激を受け、

多くのことを与えられ学んできました。

ブロックごとの活動も活発になりつつある今、ぜひ、会員の皆さんには積

極的に各地の会合に参加していただけたらと願っています。必ず何か得ることがあるはずです。そして、子

どもたちのためにファミリーホームをもっと良いものにしていきましょう。私にとって「一人でも多くの子

どもに家庭を」という思いが、ファミリーホームの原点です。

元藤
もとふじ

大士
た か し

（副会長／滋賀県 元藤ホーム）
私は大学卒業後、故田村一二の『茗荷村見聞記』に出会って、福祉に開眼しました。妻の文子（やすこ）

は結婚前、知的障害児等の入所・教育・医療を行う「近江学園」に勤めており、障がいのある子たちの将来

を心配していました。そこで 1979（昭和 54）年４月、長男が生まれたのを機に、自宅を使った生活ホー

ム（グループホーム）と共同作業所を設立しました（これらはいま、社会福祉法人「美輪湖の家」、知的障害

者授産施設「瑞穂」になっています）。私たちには実子が５人（３男２女）いますが、彼らは生まれたときか
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ら、血縁のない人たちと共同生活をしてきました。

里親としては 1984（昭和 59）年 10 月に里親登録をし、翌年１月に中学

３年生の女の子を迎えました。以来、受けた子どもの数は 30 人を超えていま

す。元藤ホームを開所したのは 2009（平成 21）年 11 月。現在は、６人の

子どもが委託されています（長期委託が中心）。

現在、問題に思っていることは、「施設、里親及びファミリーホームを出た後

のアフターケアーや、就労支援及び居場所づくりが必要」「養育困難な子どもと

里親等への支援が少ない（小児精神科医・弁護士等）」「子どもだけを養育する

のではなく、母子ともに支援できる仕組みづくりが必要」、そして「里親の後継

を養成するための魅力あるシステムが必要」の４点です。

副会長としての抱負は２点ありまして、「全国の仲間と共に切磋琢磨して、家庭を中心にしたファミリーホ

ームの発展に寄与したい」と「措置解除後の青年及び生活困窮者の自立支援及び就労支援に少しでも力を貸

したい」です。

【茗荷村とは？】老若男女、障害のある人やない人など、さまざまな人たちが一緒に暮らすコミュニティー。滋

賀県東近江市にある。

徳田
と く だ

絵
え

美
み

（副会長／愛知県 わたしん家
ち

）
中部国際空港の見える古窯の町常滑に、6 人の委託児とにぎやかな大家族を

営んでいます。主人は調理師で、今年の 4 月からファミリーホームの頼もしい

ハウスキーパーをこなしてくれています。ペットは犬、猫、インコ、イモリ、

亀、ドジョウ、デグーマウス etc……。

私は福祉施設や医院に勤務しながら、義母の介護という生活の中で 3 人の男

の子たち（内 1 名は発達障がい）を育て、介護が終わり、子どもが大きくなっ

た頃から養育里親を始めました。養育里親歴８年、専門里親歴 5 年、ファミリ

ーホーム歴が 4 年です。

現在は、委託される子どもの発達障がいや知的障がいの多さから、ＮＰＯ法

人の児童発達支援事業所を立ち上げ、我が家の子どもたちを含め、地域の子ど

もたちと養育に課題を抱えたお母様たちの相談と療育の場として、関わらせて

いただいています。

副会長の大役がなぜ私に来たのか？ 今でもよくわからないのですが、まだ走り始めたばかりのこの国の

家庭養護が、子どもたちと養育者の笑顔の上に築かれていく事を心から願い、皆様に支えられながら、でき

る限りの事を行っていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

長谷川
は せ が わ

寛
かん

治
じ

（副会長／北海道旭川市 ファミリーホームはせがわ）
みなさん、こんにちは。

このたび、副会長という大役を仰せつかりましたことに大変驚いておりますが、

少しでも各ファミリーホームや委託された子どもたちのお役にたてればと思い、

お引き受けいたしました。

2003（平成 15）年から養育里親として多くの子どもを預かり、社会的養護

における家庭養護の必要性を実感したため、市役所を退職した 2009（平成 21）

年 11 月に、「ファミリーホームはせがわ」を開設いたしました。今年の春に１人

の子が就職したため、現在 5 人の子どもたちと暮らしています。わが家のモット

ーは「地域の中の普通の暮らし」です。

北海道では、昨年 4 月に道内の全ファミリーホーム（北海道 7、札幌市 5）で

「北海道ファミリーホーム協議会」を設立しました。私は、「北海道ファミリーホーム協議会」の会長とブロ

ック代表も務めさせていただいております。毎年、研究大会の開催や行政への要望など、地域の実情に合わ

せた活動を推進しています。

来年度の「第 9 回ファミリーホーム全国研究大会（北海道大会）」開催も、北海道を挙げて取り組んでま

いりますので、ご支援・ご参加をお願いいたします。

宮本
みやもと

昇
のぼる

（事務局長／群馬県 ファミリーホームひまわり）
このたびは日本ファミリーホーム協議会の通常総会におきまして、事務局長に選ばれ、身の引き締まる思
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いがしております。

今年は、ファミリーホーム協議会独自の保険制度がスタートした記念すべき

年でもあります。

また、ファミリーホームを運営している事業者方々の理解も得られ、昨年ま

では約 70 ヵ所だった事業者会員が、５月 20 日現在で 172 ヵ所となり、我々

の仲間が一挙に増えました。本当にうれしく思うのと同時に、皆様のご期待に

お応えできるか、大変不安な気持ちでありますが、会員皆様方のご期待に添え

るよう一生懸命対応していきたいと思っております。

さて、ファミリーホーム事業も国の制度となってから早４年が過ぎ、運営し

ていく上でいろいろな問題がでてきているように考えられます。その問題をひ

とつひとつ皆様のご支援・ご協力をいただきながら、子どもたちの明るい未来が開けるよう、また、大変微

力な事務局長ではありますが、皆様方の絶大なる応援を頂き、会の運営がスムーズにいくよう誠心誠意頑張

ってまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

前川
まえがわ

知洋
ともひろ

（事務局員／群馬県 ファミリーホーム上野）
群馬県前橋市で「ファミリーホーム上野」を運営しています。あれ？ 上野

なのに群馬ですか？ 前橋ですか？ と思われる方もおられるのではないかと

思いますが、上野と書いて「こうずけ」と読みます。群馬県の旧称です。

ファミリーホーム上野は、群馬県ファミリーグループホーム事業として、

2006（平成 18）年３月１日に開設し、2009（平成 21）年９月１日からは

小規模住居型児童養育事業として運営させていただいています。

詩人・萩原朔太郎の生まれ故郷である前橋市は、「水と緑の詩のまち」を標榜

するのどかな街です。私たちはこの街で、人の子も我が子もおなじこころをも

って、「朝起き、正直、たすけあい」の心情をもって、互いに立て合いたすけあ

って、陽気に暮らせる家庭を目指しています。

2002（平成 14）年に里親に登録して以来、10 人を超える子たちを養育し、幼児から 18 歳までの子ど

もたちとにぎやかな毎日を過ごしています。社会的養護として、家庭的なあたりまえの生活を保障していく

ことを１人よがりにならないように、皆さんのご助言を享受し、共々に楽しめる会になればと思っています。

【注】会計の吉田健児さんの自己紹介は10～11ページに載っています。

宇佐
う さ

神
み

望
のぞむ

（監事／東京都 フォスターハウス ホサナ）
昨年６月、東京都国分寺市において NPO 法人で運営している事業型のファミ

リーホーム「フォスターハウス ホサナ」を開設しました。

現在は 2 歳から 12 歳までの 6 人の子どもたちと一緒に暮らしております。運

営して初めて知ることもあり、子ども達が安心してのびのびと成長できるような

家庭的環境をつくりあげていくためにどうしたらよいのかと、日々学びながら養

育に携わっているところです。

生きづらさを抱えてしまう子が１人でも少なくなるようにと願い、皆様の蓄積

されてきたご経験をたくさんお聞かせいただきたいと思っております。よろしく

ご指導いただきますようにお願いいたします。

村田
む ら た

和木
か ず き

（監事／東京都 ライター）
2003（平成 15）年から里親家庭の取材を始め、現在は全国里親会の機関紙『里

親だより』の編集委員をしています。2004 年４月から、都内の児童養護施設に週

に一度、生活ボランティアとして通っています。また、2005 年に『「家族」をつ

くる―養育里親という生き方』（中公新書ラクレ）を出しました。

日本ファミリーホーム協議会には、その前身である里親ファミリーホーム全国連

絡会の設立総会から参加し、第１～3 回と第６回の全国大会では実行委員としてお

手伝いをしました。

私は、このファミリーホーム制度がしっかりと育っていくことを願っています。

それで、賛助会員ではありますが、今年の総会に参加しました。総会では、会員の
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皆さんに情報提供が十分になされていず、情報共有が乏しいために、会の運営が他人事のようになっている

現状を知り、危機感を持ちました。それが監事と会報作成に手を挙げた理由です。

来年度は、助成金による全国規模の事業を行いたいと考えています。10 月に申請いたしますので、助成

金が得られたあかつきには、ぜひご協力をお願い申し上げます。

赤塚
あかつか

睦子
む つ こ

（メーリングリスト管理／横浜市 赤塚ホーム）
メーリングリスト（ＭＬ）には、事業者会員用ＭＬと一般会員用ＭＬの２種類があります。

事業者会員用ＭＬは、事業者会員のみが交流する掲示板で、参加している人が誰なのかがお互いに知らさ

れます。これによって、ファミリーホームについての情報や意見の交換だけでなく、若干の個人情報を含む、

事業者としての悩みなども共有できるようになっています。

一方、一般会員用は児童相談所の職員の方をはじめ、いろいろな立場の方々が参加しています。この掲示

板はファミリーホームに対して広く意見を求め、情報交換をする事が目的です。どちらも 100 人以上の方

が参加されています。アドレスの登録がまだの方は、ぜひ参加してください。お待ちしていま～す。

あっ、自己紹介でしたね。私は福島県生まれです。会津地方なので、福島第一原子力発電所の事故があっ

た浜通りからは遠いのですが、同じ県人として本当に胸が痛みます。よろしくお願いいたします。

【注】ホームページ管理兼「中国・四国ブロック」代表の稲垣りつ子さんの自己紹介は10ページに載っています。

白岩
しらいわ

麻
ま

理子
り こ

（全国里親会事務局／東京都）
日本ファミリーホーム協議会の事務局は、東京都港区赤坂 9 丁目にある全国里親

会と同じ事務所の中に置かれており、私は両団体の事務をしています。

業務は、電話対応、発送、経理事務等で、会員の皆様とは電話でお話させていた

だくことがほとんどです。

全国里親会と日本ファミリーホーム協議会は兄弟のようなもので、私はどちらか

らも多くのことを学ばせてもらっています。会員の皆様が、より円滑にファミリー

ホームの事業を運営することができるように、未熟ながらお手伝いできれば、と思

っています。

ＩＦＣＯ大阪世界大会で分科会を持ちます
日本ファミリーホーム協議会は、9月 13日（金）～16日（月・祝）に大阪市国際交流センターで開

催されるＩＦＣＯ（国際フォスターケア機構）の大阪世界大会で、２コマの分科会（ワークショップ）

を連続して持つことになりました。1コマの時間は 90分です。

分科会があるのは 15日（日）の予定で、１コマ目は、かつては一部の自治体の制度だったファミリ

ー（グループ）ホームが国の制度となった背景と経緯を、当時の家庭福祉課長だった藤井康弘さんと会

長の卜蔵康行さんがお話します。２コマ目では、大阪市西成区・釜ヶ崎地区の子ども支援を行っている

荘保共子（しょうほ・ともこ）さんが、地域の子どもは誰でも利用できる居場所「こどもの里」の活動

と実践について報告します。荘保さんは 2001年からファミリーホーム「こどもの里」を開いています。

内容の濃い分科会になると思いますので、都合のつく方はぜひご参加ください。英語の通訳がつくた

め、参加費は 1日参加の場合、10,000 円です。申し込みはＩＦＣＯ大阪世界大会のホームページの「参

加登録」から行ってください。（村田）

●平成25年5月23日現在、日本ファミリーホーム協議会 の事業者会員数は172ホームです。

お知らせ
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各ブロックの代表者を紹介します
日本ファミリーホーム協議会では、平成 24年度から全国を８つのブロックに分け、ブロック活動を始めま

した。活動を応援するために、ブロックごとの通帳を作り、会費収入の中から「ブロック研修活動費（事業

者会員数＝その年度の会費納入者数×1万円）」を振り込んでいます。

平成 24年度のブロック研修活動費の決算額は 56万円でした。平成 25年度は 140 万円を予算計上していま

す。研修費の使いみちは各ブロックにまかされています。

昨年度はどのような活動をしたのか、ブロック活動の中心となる代表者の皆さんに、自己紹介と各ブロッ

クの活動状況を報告していただきました。（村田）

ブロック代表をお願いした経緯

卜蔵
ぼ く ら

康
やす

行
ゆき

（会長）
ファミリーホーム協議会の事業は、里親ファミリーホーム全国連絡会の時代を含め、全国大会（全国研

究大会）が中心となってきました。そのため、全国大会に参加できない会員の方々にとっては、他県の方々

と顔を合わせる機会がほとんどもてないというのが実情でした。また、これまで会報を定期的に発行でき

ず（すみません、お詫びします）、充分な情報提供も行えないでいました。

このような中、会員の皆さんから「全国大会だけでなく、地域で集まり、情報交換をしたりするために

交流の機会を設けて欲しい」という声が上がってきました。

そうした要望がきっかけとなり、昨年度初めにブロック活動の準備を始めました。既に、北海道や沖縄

ではファミリーホームの集まりが持たれていましたが、協議会では全国を８ブロックに分け、地域ごとの

活動を推進することとしました。

目的は、地域ごとの交流・研修等の機会の提供、そして、ブロック活動を通しての情報提供と会員の方々

の意見や要望などの把握です。ブロック活動の初年度である平成 24 年度は、役員会から各ブロック代表

を委嘱しましたが、今後は各地区で代表者を選出していただきたいと思います。

ブロック活動へ積極的に参加いただくことを願っています。

●平成 25 年度のブロック代表者（８ブロック 15 人）●
ブロック名 代表者名（敬称略） ブロック名 代表者名（敬称略）

北海道 長谷川寛治（旭川市）

北川聡子（札幌市）

近 畿 北川をさみ（京都市）

橋本直之（大阪市）

東 北 近藤美鈴（青森県） 中国・四国 稲垣りつ子（広島県）

細川明代（高知県）

関東甲信越 山本節子（東京都）

岡野みなみ（山梨県）

九 州 吉田菜穂子（福岡県）

大柳弘幸（大分県）

東海北陸静 倉橋幸彦（愛知県）

鈴木二光代（愛知県）

沖 縄 神谷眞行（中城村）

仲松美智子（糸満市）
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北海道ブロック

北川
きたがわ

聡子
さ と こ

（札幌市／社会福祉法人麦の子会）

札幌市東区にある社会福祉法人麦の子会で、総合施設長を

しています。私自身も里親をしていて、里親歴は 11 年にな

ります。これまで４人の子どもたちを預かり、現在は３人の

子どもたちと暮らしています。

2011 年 7 月に、法人として運営する「ガブリエルホーム」

を開設しました。現在は、小学生から高校生までの障がいを

持った 6 人の子どもたちが、法人の職員で里親歴 6 年の竹内

夫妻と暮らしています。

北海道ブロックには、ファミリーホームが 12 ホームあります。札幌市内に 5 ヵ所、道内は北は稚内、東

は釧路など 7 ヵ所に点在しているため、会員が一堂に会するためにはＪＲやバス、車等で数時間かけての移

動が必要です。そのような地域性があるため、ホームページの開設や相互の意見交換ができるシステムづく

りが必要です。北海道ブロックの会長である長谷川寛治さんを中心に、ホーム同士がつながりを大切にして、

安心感を持てるような養育をして行きたいと考えています。そして、子どもたちが笑顔で、安心して暮らし

ていける環境づくりをするために、それぞれの社会的資源の利用や地域の方々とのつながりも大切にして行

きたいと考えています。         （写真右端が北川聡子さん。竹内透さん・久留美さん夫妻と）

東北ブロック

近藤
こんどう

美鈴
み す ず

（青森県／がっぽホーム）

里親歴 14 年、ファミリーホーム歴２年の未熟者です。

「がっぽホーム」は青森市内にあり、青森湾を望む「合浦公園」という海

浜公園のすぐ近くに位置しています。合浦公園は「日本の都市公園 100

選」にも選ばれている広い公園で、春は桜が咲き乱れ、夏は海水浴を楽し

むことができます。冬は雪が降り積もり、その雪で大型滑り台が作られま

す。タイヤチューブに乗って滑ることができるので、子どもたちは楽しみ

にしています。また、毎年白鳥が 50 羽ほど越冬のためにやって来ます。

そんな自然豊かな環境の中、現在 6 人の子どもの委託を受けています。

その中には自閉症の小学生の男の子もいます。私の夢は将来、彼のピアノ

コンサートを開くことです。

今年 4 月、宮城県仙台市で、東北ブロックのファミリーホーム交流会が開催されました。岩手県と秋田県

を除く 4 県から 10 ホームの参加があり、大人と子どもを合わせて 32 人が集まりました。今後は他県とも

連絡を取り合い、状況を把握して皆さんに報告したいと思います。

関東甲信越ブロック

山本
やまもと

節子
せ つ こ

（東京都／ホームばあばぱぱ）

里親登録をしたのが 1986（昭和 61）年、2000（平成 12）年より東京都型のファミリーグループホ
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ームを開き、2009（平成 21）年から国型のファミリーホームに移行しまし

た。ホームの運営と共に力を注いでいるのが、和太鼓チーム「きらり」の活動

です。その他、地域活動、PTA 活動など大好きです。趣味は手織りです。

関東甲信越ブロックはホーム数が多く、今年２月に初めてのブロック会を開

催しました。以前は事業者会員が 11 ホームでしたが、現在は 40 ホームを超

えるホームが加入されました。

会員の皆様が望まれる会の運営やブロック活動への期待にどのように応えて

いくかを日々考えています。まず、情報の共有と協議会の開かれた運営が必要

不可欠ではないでしょうか。

制度の充実は、措置費支弁の充実ではなく、子どもたちへの養育力の充実であると思っています。厳しい

現状におかれている子どもたちの人権を守り、あらゆる社会的資源や関係する人々の愛と英知により、共に

生きる実践をめざしていきたいと願っています。

ブロック活動の内容や、お手伝い下さる方、ご意見をぜひ、役員までお寄せください。現在は役員 2 人で

やっていますが、実際には、これでは不足です。御一緒に準備していただける方を求めています。

岡野
お か の

みなみ（山梨県／ファミリーホーム里の家）

養育里親 5 年・専門里親 4 年を経てホームを開設し、3 年 2 ヵ月になります。

「ファミリーホーム里の家」の“里”は、里親になった当初の気持ちを忘れない

ためと、子どもたちが遠くなっても思い出し、時には帰っておいでという意味を込

めました。立地も緑の里山にあります。

里親になった当初より、空くことなく被虐待児の委託が続きましたが、ファミリ

ーホームに切り替えて最初の悩みは、委託児童がいないことでした。短期間の一時

保護が数件あるものの、措置にはならない状況に、改めて制度や事業運営を考えさ

せられました。

我が家の養育は、女手である私１人にかかっています。今は外部の補助者さんに支えられながら、4 人（２

～13 歳）の子どもたちと、私たち夫婦と実子の 7 人で生活しています。夫婦で長く、子どもたちと暮らせ

るようにと願っています。

関東甲信越ブロックは会員数も多いので、皆さんと意見を出し合い、自分たちの望むブロック活動ができ

るようにと考えています。ぜひ多くのご意見をお寄せいただきたいと思います。

東海北陸静ブロック

倉橋
くらはし

幸彦
ゆきひこ

（愛知県／くらちゃんハウス）

今年度より、愛知県の東海市でファミリーホームをさせていただくこ

とになりました。私は 13 年ほど、愛知県内の児童養護施設で働いてお

りました。東海北陸静ブロックでは、施設職員からファミリーホームに

移った人は私ともう１人の方、２人が初めてだそうです。それで、「ブロ

ックに新しい風を入れよう」という意図から、施設職員出身の私が「代

表に」とお声をかけていただきました。新米ですが、よろしくお願いい

たします。

ブロック活動としては、今年の全国研究大会が愛知県で開催というこ

とで、大会事務局をさせていただくことになりました。現在は、8 月末の開催に向け、毎月 1 回役員会を開

いています。いろいろなお話が聞けて勉強になっております。大会当日はきっとアップアップしていると思
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いますが、笑顔を絶やさず、皆さんにお会いできるのを楽しみにしております。

目標としては、「家庭」を満喫すること、いろいろな体験をいっぱいすること、愛知大会を成功させること。

この３つを頑張りたいと思います。趣味は、完走目的でトライアスロンをしています。

鈴木
す ず き

二光代
ふ み よ

（愛知県／すずきさん家
ち

）

1993（平成５）年に里親登録をしました。わが子がまだ小さい頃で、当時は

10 代の子どもと暮らしていました。その後は、新生児を預かる数少ない里親と

して、短期・長期を含めて 60 人以上の子どもたちとご縁をいただきました。制

度化と共に、201０（平成 22）年よりファミリーホームを始め、現在は６人の

男の子と実子２人と一緒に暮らしています。

平成 25 年度の東海北陸静ブロックでは、事業者会員が 23 ホーム、その他の

会員が７件、計 30 件のメンバーが仲間になっています。

昨年は、まず顔合わせとして、中部国際空港近くのホテルで昼食をしながら交

流会をしました。また、今年２月には熱海のホテルで１泊２日の研修会を開きま

した。初日は、家庭福祉課の太田児童福祉専門官からファミリーホームへの今後の期待を含む行政説明をし

ていただき、２日目はファミリーホームの保険についての説明と今後のブロックでの活動を話し合いました。

ファミリーホームが抱えるであろう問題を、個々に抱え込むのではなく、仲間としての情報の共有や連携、

特に苦手としている経理への業務を、子どもの最善の利益が守られている中で、良い意味での検証ができる

ように努力していこうと思います。

近畿ブロック           

北川
きたがわ

をさみ（京都市／ゆんたくホーム）

京都市で「ゆんたくホーム」を運営しています。「ゆんたく」は沖縄の言葉で「おしゃべり」という意味で

す。私自身は大阪生まれですが、妻が沖縄の出身です。里親歴は 10 年余で、ファミリーホームとしては２

年になります。

近畿ブロックは昨年度から７ホームの会員で発足し、平成 25 年５月末現在、24 ホームの事業者会員が

集まるに至っております。会員数の増加は大変うれしいのですが、都合でブロック会議に出席されない方と

の問題意識の共有化を図り、ブロックの運営をどのように主体的に担っていただくかが、今後の課題となり

ます。

昨年は、里子及び施設卒業生のための「集いの場・居場所」兼近畿ブロック事務所の設立を計画しました

が、惜しくも叶いませんでした。しかし、今年度もその目標に向けて、みんなでモチベーションを上げてい

きたいと思っています。今後の活動は、８月 24、25 日に開催されるファミリーホーム全国研究大会への参

加、９月 13～16 日に大阪国際交流センターで開かれる IFCO（国際フォスターケア機構）の大阪世界大会

では分科会を持つことになっています。

橋本直之
はしもとなおゆき

（大阪市／みんなのあみさか OYASATO ホーム）

里親歴 15 年、ファミリーホーム歴３年です。ホームの代表は家内で、補助者が 4 人。今後さらに増員を

考えています。ただし、家内の増員はありません！

最近、ホーム名の長さにうんざりして、ゴム印を作りました。何てったって、申請やら報告が大変なもの

で……。いっそのこと、ホーム名を２つに分けようかとも考えています。つまり、もうひとつファミリーホ

ームをつくるか、自立援助ホームを併設するかです。
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18 歳即自立、はいさようなら！ それはないよね。実子だって無理だぜ。高校では勉強にクラブ活動、

どうやってお金をためるのよ?! 当方は、児相の措置解除後も居残り自由！ 「付き来るならば、いつまで

もよし」がモットーです。

近畿ブロックも大阪支部も、２ヵ月に１回定例会を開いています。したがって、大阪のファミリーホーム

（現在 6 ヵ所、今年度中に 2 ヵ所増えるとの噂あり！）は毎月顔を合わせています。今のところはお互いの

偵察で、良いところを取ってやろうという感じです。

中国・四国ブロック

稲垣
いながき

りつ子（広島県／稲垣ファミリーホーム）

里親歴 29 年になります。３年前に広島県から認定され、県内初のファミリーホ

ームを開設しました。現在６人の子どもを受託しております。また、私は協議会の

ホームページの管理も担当しています。

当ホームは養育困難の子を多く受託しており、18 歳になったときに実親のもと

へ帰ることができない子たちもいます。特に、療育手帳を取ることができない知的

ボーダーラインの子どもの自立支援や就労問題が課題です。

また、耐震検査や防災のためのスプリンクラーの設置に 1,000 万円前後という

多額の費用がかかるため、個人事業者の負担では限界があること、ファミリーホー

ムを増やしていく中で、若者の参画は必須条件等々です。以上の件については、５

月 19 日に桝屋副厚生労働大臣に会って要望してまいりました。

中国・四国ブロックの会員数は 18 ホームです。６月２日に広島西部子ども家庭センターにおいて、初の

会合を開きました。

細川
ほそかわ

明代
あ き よ

（高知県／ファミリーホーム かんのん舎
や

）

里親歴は 23 年ですが、そのうち 20 年は愛知県で里親をやっていま

した。５年前に郷里に戻り、高知県で里親登録。2011（平成 23）年

４月にファミリーホームを立ち上げました。

現在は、夫と４人の元気な男の子と生活しています。山と川に囲まれ

た自然豊かな山間地の「かんのん舎」の子どもたちは、地域の温かい人

柄に護られ、すこぶるのびやかに自然児に育ってくれています。

中国・四国地区としては、まだ１回集まったばかりで（しかも、私は欠

席）、活動もこれからというところです。

四国地区では現在５ホームが会員となっていますが、なかなか交流も

できていないのが現状です。子どもたちの声を聴く場を設けたり、夏に子どもたちのイベントを行うなど、

子どもたちのネットワークをつくりたいと思っています。よろしくお願いします。

九州ブロック

吉田
よ し だ

菜穂子
な お こ

・健児
け ん じ

（福岡県／吉田ホーム）

九州ブロック代表をさせていただいております吉田菜穂子です。我が家は、中 2 から 18 歳までの思春期

ばかり 6 人の措置児童と、私たち夫婦、高 2 の長女の 9 人で暮らしております。
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1998（平成 10）年に里親登録をいたしまして、20 人余りの子どもを育ててきました。３年前に福岡県

がファミリーホーム制度を導入、第 1 号のファミリーホームになりました。

今年の2月に開催いたしました九州ブロックの研修会では、多くのファミリーホームに集まっていただき、

そのうち８割のホームが協議会にご入会されましたこと、大変感謝申し上げております。今後は、さらに充

実したブロック活動ができるように精一杯努力したいと思っておりますので、さらなるご支援をお願いいた

します。

私たちはとても環境がよいところ≪いわゆるド・田舎？≫に住んでいたはずですが、我が家の前の土地に

建売住宅がたち、毎夜うるさい子どもの嬌声に、売れ残るのではと恐れております（こんな田舎の家、誰が

買うのかなぁ……）。ぜひ皆様、遊びにいらして下さいませ。

♪ ♪ ♪ ♪ ♪

今年度から会計を仰せつかりました吉田健児です。菜穂子の夫をしておりまして、吉田ホームの代表です。

どうぞ、菜穂子ともどもよろしくお願いいたします。

後方から黙々と作業をするのが性に合っている夫と、家でゴロゴロするのを無上に愛する妻との組み合わ

せですが、思春期の子どもたちの行状で、２人ともなかなかゆっくりすることがありません。せめて、早く

寝たいですねぇ。午前 1 時就寝、5 時には起床という、この超人的スケジュール。いつまでもつでしょうか？

（せめて 5 時間は寝たい妻と、ゆっくり野球中継番組を見たい夫……いつの間にか、ウトウトしてしまうこ

とも多々になってまいりました……歳とったなぁ……） 皆様のお宅はいかがですか？

大柳
おおやぎ

弘幸
ひろゆき

（大分県／大柳ホーム）

東京から大分にＩターンして早７年。里親歴は 11 年、ファミリーホーム歴

は３年目になります。

子どもたちにあまり刺激のない環境を、そして家庭菜園程度の農作業ができ

る所ということで田園地帯に住み着きましたが、子どもが成長するに従い、教

育環境に課題が出てきました。

九州ブロックのファミリーホームの状況は、よくは分かりませんが増加途上

で、県によってのばらつきがまだかなりあるようです。

大分県では、ファミリーホームは里親サロンの中心になっていたり、養育の

難しい子どもたちの受け皿になっていたり、「治療的養育」の部分も期待されて

います。特に、この分野での各県の取り組みなどで交流できたらと思います。

また、沖縄のファミリーホーム協議会ともども、九州ブロックでご一緒していきたいと思います。

今年度の「九州ブロック研修会（交流会）」は、大分県で開催します。別府温泉につかりながら、楽しく厳

しいお話ができたらいいですね。

沖縄ブロック

神谷
か み や

眞
まさ

行
ゆき

（中
なか

城
ぐすく

村
そん

／みんなの家）

私は若いとき、児童自立支援施設（当時は教護院）で 8 年間教護職として

勤めた経験があります。出口のない子どもたちを支援するため、平成 21 年

3 月に専門里親になり、平成 22 年 2 月にファミリーホームを始めました。

ホームの理念は「子どもをありのままに受け入れる」「自律・自立を育む」「基

本的な生活習慣と基礎学力の確立」です。現在、６人の子どもたちと一緒に

暮らしています。職員数は５人です。

沖縄県では、平成 22 年にいち早く連絡会を立ち上げ（会員数３ホーム）、
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平成 23 年に沖縄県ファミリーホーム協議会を設立しました（会員数８ホーム）。現在の会員数は９ホームに

なっています。

毎月第３木曜日に、中央児童相談所またはコザ児童相談所の会議室を利用して、定例会を行っています。

定例会には毎回、児童相談所職員と里親支援専門相談員が参加します。各児童相談所長のお話と激励もいた

だきます。年に１度は主管課による行政説明があります。

沖縄は離島県のため、他ブロックとの交流が容易でないこと、児童福祉施設等との情報交換会の実施が今

後の課題です。

仲松
なかまつ

美智子
み ち こ

（糸満市
い と ま ん し

／仲松ホーム）

児童養護施設職員の頃、気になる児童をどうにかしたくて退職。専門里

親になって、子どもたちと一緒に暮らし始めました。

そして、平成 21 年 12 月１日、ファミリーホームに移行しました。フ

ァミリーホームは、精神的・肉体的・金銭的にもゆとりを持って子どもた

ちと関わることができるので、やはり一番いいですね。

仲松ホームでは、基本的生活習慣の自立と基礎学力の確立、「童舞 花わ

らび」の活動に力を入れています。花わらびの活動を通して、子どもたち

は自信がつき、自己肯定感が高められています。

子どもたちには将来、能力に応じて、税金を納める自立した大人に成長

して欲しいので、日々の生活支援を頑張っているところです。

沖縄県では、現在９ヵ所のファミリーホームが開設しています。月１回の定例会では、県内に２ヵ所ある

児童相談所の会議室を交互に使用させていただき、児童相談所職員や里親支援専門相談員の参加も得られて、

中身の濃い情報交換及び勉強の場となっています。

【注】「童夢 花わらび」は、平成３年に那覇市で結成された子ども舞踊集団。幼児から高校生までの子どもたち

が在籍し、各種施設でのアトラクション出演、結婚式披露宴のゲスト出演など数多くのイベントに出演している。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

現在、倫理綱領を策定中です

卜蔵康行（会長）
平成 21 年 4 月にファミリーホーム（小規模住居

型児童養育事業）が国の制度として法定化されて以

来、全国のファミリーホームの実態調査と倫理綱領

の作成は、本会の顧問であった柏女霊峰先生（淑徳

大学教授）から宿題として本会に与えられていたこ

とでした。

ご存知のように、実態調査は平成 23 年度に行い

ました。121 ヵ所のファミリーホームから回答をい

ただいて報告書としてまとめ、全国に発信すること

ができました。

もう一つの宿題である倫理綱領については、昨年

度、顧問の横堀昌子先生に座長をお願いし、委員会

を立ち上げて策定に着手しました。

倫理綱領とは、私たちがファミリーホームを運営

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

していく中での、どのような考え方に立って子ども

たちの養育にあたっていくのか、また、どのような

支援をおこなっていくのか、目指していくのかとい

う共通の原理、行動指針として位置づけられるもの

です。

今後ファミリーホームの形態は、里親型、施設職

員型、施設設置型など、ますます多様化していくも

のと思われます。共通の原理として倫理綱領の策定

は、今まさに必要とされています。これから委員会

で第１次案を作り、ファミリーホーム運営者の方々

に提示、意見収集を行い、最終案の作成、そして採

択という流れになります。ぜひ皆さんには、積極的

に参画していただきたいと思います。

最後に、委員会のメンバーを紹介します（敬称略）。

座長・横堀昌子（顧問、青山学院女子短期大学教授）

宮島清（日本社会事業大学准教授） 北川聡子（札

幌市） 山本節子（東京都） 徳田絵美（副会長）

吉田菜穂子（福岡県） ト蔵康行（会長）
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小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の実施状況

（都道府県・指定都市・児童相談所設置市別）

平成24年10月 1日現在                      厚生労働省 家庭福祉課調べ

都道府県

名

ホ ー

ム数

定員（現

員／人）

都道府県

名

ホ ー

ム数

定員（現

員／人） 市 名

ホー

ム数

定員（現員

／人）

1 北海道 7 41（30） 25 滋賀県 9 53（40） 48 札幌市 4 24（24）

2 青森県 4 23（15） 26 京都府 49 仙台市

3 岩手県 27 大阪府 3 18（12） 50 さいたま市 3 18（15）

4 宮城県 4 24（14） 28 兵庫県 51 千葉市 2 12（6）

5 秋田県 29 奈良県 1 6（5） 52 横浜市 9 54（37）

6 山形県 2 12（11） 30 和歌山県 2 12（7） 53 川崎市 3 18（13）

7 福島県 1 6（3） 31 鳥取県 2 12（12） 54 相模原市 1 6（5）

8 茨城県 3 18（14） 32 島根県 55 新潟市 1 5（3）

9 栃木県 1 6（4） 33 岡山県 2 11（9） 56 静岡市

10 群馬県 5 28（20） 34 広島県 1 6（6） 57 浜松市

11 埼玉県 3 18（11） 35 山口県 3 16（7） 58 名古屋市 1 5（4）

12 千葉県 3 17（13） 36 徳島県 1 6（6） 59 京都市 1 5（2）

13 東京都 14 84（59） 37 香川県 1 6（6） 60 大阪市 6 36（29）

14 神奈川県 38 愛媛県 2 12（9） 61 堺 市

15 新潟県 39 高知県 3 16（10） 62 神戸市

16 富山県 1 6（6） 40 福岡県 2 12（12） 63 岡山市 3 18（8）

17 石川県 2 12（12） 41 佐賀県 1 6（2） 64 広島市 1 6（3）

18 福井県 42 長崎県 1 5（5） 65 北九州市 4 24（18）

19 山梨県 5 28（15） 43 熊本県 66 福岡市 8 47（47）

20 長野県 44 大分県 11 66（53） 67 熊本市 2 12（8）

21 岐阜県 1 5（2） 45 宮崎県 68 横須賀市 2 12（8）

22 静岡県 5 30（18） 46 鹿児島県 3 15（6） 69 金沢市

23 愛知県 4 24（18） 47 沖縄県 10 58（56） 合 計 177 1038（764）

24 三重県 3 18（6） （全国をまとめたものとしては、これが現段階での最新データです）

【注】枠内の（ ）は現員数（現在いる子どもの数）です。現員数は「措置費支弁対象」のみを載せてあります。

ファミリーホームの定員は「５～６人」ですので、定員数はホームによって異なります。（村田）

ファミリーホームにおける障害児の居宅サービス利用について
昨年度からお伝えしていたファミリーホームにおける障害児の居宅サービスの利用について、5月 31

日付で厚生労働省の障害福祉課、家庭福祉課、保育課から各自治体の主管課宛に通知が発出されました。

里親と同様、ファミリーホームにおいても「居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、短期入所」

が利用できるようになったという内容です。

詳細については、各自治体の本庁主管課までご確認ください。（卜蔵）

お知らせ
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赤塚睦子さん（60歳）は、1988（昭和 63）年 2月に千葉県内で里親登録をし、養育里親をしていました。

里親になって 15 年後、横浜市に転居し、ファミリーグループホームを始めます。2009（平成 21）年５月に

は国の制度に沿ったファミリーホームになりました。日本ファミリーホーム協議会の前身である「里親ファ

ミリーホーム全国連絡会」の設立前から関わり、昨年は副会長と会計を兼任なさった赤塚さん。しかし、来

年の春にはホームをたたむそうです。その理由とファミリーホームへの思いを伺いました。

（インタビュー・文 村田和木）

施設職員だったことが私の原点
……赤塚さんが里親になられたきっかけは、何です

か？

赤塚 私の高校時代からの夢は、保育士になって子

どもたちの世話をすることでした。親に反対された

ので女子大に進み、卒業後は銀行に勤めましたが、

夢を諦めきれず、夜学に通って保育士の資格をとり

ました。都内の児童養護施設（定員 80 人）で働き

始めたのは、結婚後です。

でも、実際に働いてみると疑問に感じる点が多か

ったですね。30 年以上も前のことですが、夜勤の

ときは私 1 人で 80 人の子どもたちを見るのです。

高熱で苦しんでいる子どもがいても、添い寝をして

あげられない。施設は子どもの親代わりなのに、応

えてあげられない悔しさと悲しさがありました。

長女の出産を機に退職し、３人目の子が 1 歳のと

きに里親登録をしました。保護される子どもたちの

うち、1 人でも 2 人でもいいから、地域の中の普通

の家庭で生活をさせたかった。最初の子どもが委託

されたのは登録から３年後、末っ子が保育園の年中

さんのときです。

……千葉にいたときはどんな里親だったんですか？

赤塚 落ち着いた空間で少人数の子どもを丁寧に育

てたいと思っていました。だから、数を受けるつも

りはなかったんです。

預かった子どもの中には、非常に落ち着きのない

子どももいました。いまにして思えば、ＡＤＨＤ（注

意欠陥多動性障がい）だったのかもしれません。で

も、当時はわかりませんでした。

……里親不調を経験なさったそうですね。

赤塚 手足に障がいのある小学生の男の子を受けた

とき、「ハンディのある分、学歴をつけさせてやりた

い」と思いました。普通学級に入れて勉強を頑張ら

せたのですが、徐々に関係が悪化していきました。

それで、彼が中学を卒業するときに児童相談所に申

し出て、お別れしたのです。そのあとは自分を責め

続け、無力感に苛まれました。

でも 3 年後、特別支援学校に進んだ男の子から高

校の卒業式に招待されたんですよ。久しぶりに会っ

た彼の表情はとても明るく、堂々と答辞を読んでい

ました。涙が出るほどうれしかったです。

「子どもを大学まで行かせたい」という気持ちは

純粋な好意でしたが、「里親病」とでも言うのかな？

子どもにしたら、大きなお世話になりかねません。

あの失敗以来、自分で産んだ子どもも含めて、「子ど

もの将来は私が何とかしなくては」と思い詰めるの

はやめました。

もし、子どもが悩んでいたら、一緒に悩んで、一

緒に調べて、一緒に右往左往します。そういう作業

をすると、どんな結果になったとしても、本人が納

得できて前に進めるんです。

……子どもへの接し方が変わったんですね。

赤塚 私たちにできる一番大切なことは、ありのま

まの家庭を見せること。私は、自分のだらしなさも

全部、子どもたちに見せるようにしています。それ

って、大人の側に余裕がないとできないことなんで

すよ。だから、いまの自分は過去の私より良くなっ

ているんじゃないかな（笑）。

ファミリーホームを始めた理由
……少人数を丁寧に育てたいと考えていた赤塚さん

が、転居してまで横浜市でファミリーグループホー

ムを始めたのはなぜですか？

赤塚 里親になって 15 年を過ぎた頃、児童養護施

設を小規模化する動きが出てきたのです。塀に囲ま

「自分の産んだ子どもを入れてもいい」と思える

空間になりました。  赤塚睦子さん（横浜市／赤塚ホーム）

インタビュ

ー
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れた中を小舎制にしても、そこで暮らす子どもたち

が地域に根を張ることはできません。交代制勤務や

退職によって、職員が子どもたちから離れてしまう

ことも避けられません。

私は、里親である夫婦のもとで１人でも多くの子

どもたちに育ってほしかった。でも、里親の数はな

かなか増えない。そこで、当時は一部の自治体の制

度でしたが、ファミリーグループホームなら、地域

とのつながりの中で、子どもたちを育てることがで

きると思ったんです。

横浜市に移ったのは、「市がファミリーグループホ

ームを実施する人を募集している」という情報を得

たからです。横浜市では、1983（昭和 58）年に

全国初のファミリーグループホーム制度を編み出し

ていました。里親制度を利用しつつ、市からも補助

金を出すことで、子どもにとってより良い環境をつ

くり出そうとしたのです。面接のときに会った行政

の方々からも、そういう情熱が伝わってきて感動し

ました。

家は横浜市が用意してくれて、面接から３ヵ月後

の 2003 年 11 月 17 日に開所しました。幼児のと

きから育てていた小学生は、千葉から連れてきまし

た。

……ホームを開いて良かった点は何ですか？

赤塚 まず、横浜市が補助員の費用を出してくれた

ので、第三者を雇うことができたことです。

家の中に第三者が入ることで、密室化を防ぐ工夫

ができるし、養育者が絶対的な存在にならずにすみ

ます。育てるのが難しい子どもでも、補助員の皆さ

んと一緒に育てることができるので、養育者が抱え

込まずにすみます。補助員さんと話すことで、子ど

もの成長を再認識することも多いですね。

あと、多人数養育の良さは、子ども同士の助け合

いだとよく言われますよね。実は私、年上の子ども

に下の子の面倒を無理に見させたくないと思ってい

ました。ところが、ファミリーホームでは、年長の

子が自然に年下の子の面倒を見るんですよ。

そのような姿を見ていてとてもうれしかったし、

やっと「この空間なら、自分の産んだ子を入れても

いい」と思えるようになりました。要保護児童を育

てる方法として、ファミリーホーム以上のものはな

いのではないかと思うくらいです。

後に続く人にゆだねて
……それなのに、なぜやめてしまうのですか？

赤塚 体力が衰えてきたからです。子どもを抱っこ

してあげたいのに、その要求に長時間こたえること

が難しくなりました。そういう状態で養育に当たる

のは、子どもに対して失礼だと思ったのです。

来年春、子どもたちの一部が卒業するので、それ

に合わせて辞めることを計画しました。まだ卒業し

ない兄弟については、彼らを連れて養育里親に戻る

つもりでしたが、「慣れ親しんだ環境がいい。おばち

ゃんたちと暮らすより、友だちと過ごすほうがいい」

と断られたのです（笑）。

少しショックでしたが、私たち夫婦に気をつかっ

て、「いいよ」と答えるより、子どもが自分の意見を

自由に言えるほうがいいと思いませんか？

……来年春からはどうなるのでしょう？

赤塚 20 代後半の若いご夫婦がこのホームを継い

でくれる予定です。後継者探しは、協議会の事業者

メーリングリストを通じて行いました。ご主人はあ

る県で施設職員をしていますが、奥さんはすでに横

浜市に引っ越して、赤塚ホームにパートで来ていま

す。彼らは横浜市にも挨拶に行きました。

ときどき、そのご夫婦と子どもたちだけで外出す

ることもあります。子どもたちが「おばちゃんより

いいよ」と言うので、「やっぱり、若いほうがいいの

ね」と言い返したりして（笑）。そのご夫婦は包容力

があるし、一生懸命なので、子どもたちは好感を抱

いているようです。

下のカードを見ていただけますか？ これは、自

分が叶えたい夢を書き入れる「夢のカード」です。

去年のクリスマスにわが家にやってきた小学３年の

女の子が、赤塚ホームをとても気に入ってくれて、

この言葉を書いてくれました。彼女の夢が叶うよう

に、赤塚ホームをやめても、この制度の発展を願っ

て、私にできるお手伝いをしていきます。
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第８回ファミリーホーム全国研究大会実行委員長 鈴木二
ふ

光代
み よ

（すずきさん家
ち

）

早いもので、ファミリーホーム協議会の全国大

会も今年で８回目となります。今年度は日本のど

真ん中、愛知県で行います。

第 4 回の滋賀県から日本行脚の大会になり、１年

に１度の仲間との語らいの場を何よりの励みにし

て日々頑張っているのは、私だけではないのです

よ！ 我が家では、毎年子連れで大会に参加して

いますが、子どもたちも大会で会える友達との再

会を楽しみにしています。

昨年までは“お客さん”で参加させてもらって

いましたが、一度は私にも何かできないかと思い、

2 年前の総会の席で「宮城の次は愛知でやります」

と手を挙げました。

本当は、何から手を付けてよいやら全くわから

ないままのスタートになりましたが、県内でファ

ミリーホーム（FH）を営む仲間と、地域で一緒に

活動をしている社会的養護の当事者団体のメンバ

ーが実行委員会に入ってくれたことで、幅の広い

大会計画がもたれ、私はただただ追いかける実行

委員長となってしまっています。

1951（昭和 26）年 5 月に制定された児童憲章

第２章に「すべての児童は、家庭で、正しい愛情

と正しい知識と技術をもって育てられ、家庭に恵

まれない児童にはこれにかわる環境が与えられる」

とあります。今大会のスローガンは、その言葉を

もとに「原点に帰ろう～！ イエ～（家）！！」

に決まりました。そして、サブテーマを「家庭養

育を担うファミリーホーム制度と実践の充実を求

めて」とし、環境と制度の在り方を模索しようと

考えました。

今大会は、私たち養育者が子どもの育つ環境を

よりよくするために、何が必要で、何に重点を置

くべきなのかを考えたい。そして、何より主役で

ある子どもたちが、生まれてきたことに誇りを感

じられるような社会、養育者も同じように、「この

子と暮らせてよかった」と思えるような家庭養育

が実現できる社会、そんな社会にするための語ら

いの場でありたいと願っています。

最後になりますが、8 月下旬という暑い季節に

参加された皆さんが、心にたくさんのお土産を持

って家路につかれますよう、現地実行委員一同、

汗を流しながら準備をしていることをお伝えして、

ご挨拶に代えさせていただきます。

愛知実行委員一同

◇愛知大会の開催要項は、６月初旬に事務局から

発送されました。参加申し込みの締め切りは７月

31 日です。どうぞお早目にお申し込みください。
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編集後記 リニューアル第１号はいかがでしたか？ 今回は会の運営に携わる方々にご登場いただきま

した。「広場」には「多くの人々が集まれる広い場所」「話し合い、意思の疎通をはかることができるよう

な共通の場所」という意味があります。この「ファミリーホーム みんなの広場」を通して、① 情報を

共有し、会の動き（活動）がよく見えるようにする ②「子どものために、養育は・養育者は・制度はど

うあるべきか？」という視点でファミリーホームを考えていく ③ 会員相互の顔（考えや現状）を見や

すくし、相互理解をはかる の３点が達成できたら、とてもうれしいです。

皆様のご意見、ご感想、そして、ご参加をお待ちしています。（編集担当 村田）

愛知大会でお待ちしています!!


